
保健所 

 

196 

 

１ 保健所                 【保健総務課】  

 

１ 沿革 

 

年月 内容 

平成 15 年 4 月 千葉県船橋合同庁舎の 3、4 階部分（旧千葉県船橋保健所の一部）を使用して保健

所を開設する。 

平成 16 年 7 月 性感染症の拡大防止を図るため、エイズ検査に併せてクラミジア・梅毒の検査を開

始する。 

平成 19 年 4 月 潮見町に動物愛護指導センターを開設する。 

平成 19 年 7 月 B・C 型ウイルス性肝炎の早期発見・早期治療のため肝炎ウイルス検査を開始する。 

平成 23 年 8 月 保健所専門職の人材育成を図ることを目的に柏市と「保健所職員の人事交流に関す

る協定書」を締結する。 

平成 24 年 5 月 さらに柏市と大規模な健康危機発生時、被害を最小限にとどめるため、「健康危機

発生時における保健所業務相互支援に関する協定書」を締結する。 

平成 25 年 10 月 船橋市医療安全支援センターを設置。 

平成 26 年 3 月 新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく市町村行動計画として、新たに「船

橋市新型インフルエンザ等対策行動計画」を作成。 

平成 27 年 10 月 北本町に開設した保健福祉センター内に保健所を移転。組織改正により、総務課、

地域保健課、健康づくり課、保健予防課、衛生指導課の 5 課体制となる。 

平成 29 年 4 月 病院等への立ち入り業務や、大規模災害時における災害医療対策、新型インフルエ

ンザ対策等において、更なる連携強化を図り一体的に業務を行うため、総務課と保

健予防課を統合し、保健総務課を新設する。これにより、保健総務課、地域保健課、

健康づくり課、衛生指導課の 4 課体制となる。 

平成 31 年 4 月 組織改正により、保健総務課から疾病対策係と精神保健福祉係が地域保健課に移

管。 

令和 2 年 2 月 船橋市新型コロナウイルス感染症対策保健所本部を設置。 

令和 3 年 5 月 船橋市衛生試験所として地方衛生研究所全国協議会に加入。 

令和 3 年 6 月 新型コロナウイルスワクチン接種に対応するため、健康づくり課内に新型コロナウ

イルスワクチン接種事業を専任で担当する組織を設置。 

令和 5 年 4 月 組織改正により、感染症対策等を所管する健康危機対策課を新設し、保健総務課か

ら結核感染症係、検査係、災害医療対策係を移管する。また、地域保健課と健康づ

くり課を健康部に移管し、地域保健課から疾病対策係と精神保健福祉係を保健総務

課に移管する。これにより、保健総務課、健康危機対策課、衛生指導課の 3 課体制

となる。 
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２ 運営方針 

地域保健の広域的、専門的かつ技術的拠点として、地域保健対策の総合的な推進を図るとともに、市民の健

康と安全を守るため、地域における健康危機管理拠点として機能強化を図る。 

 

３ 施設の概要 

 

施設の名称 所在地 延床面積 

（1）保健所 
船橋市北本町 1－16－55  

保健福祉センター内 
2,393.22 ㎡ 

（2）動物愛護指導センター 船橋市潮見町 32－2 550.90 ㎡ 

 

２ 地域保健推進協議会の開催        【保健総務課】  

 

母子・成人保健及び感染症対策等に係る施策及び保健所の運営等に関することを協議するために設置し協議会

を開催する。 

委員等の構成：学識経験者、各種関係団体の代表者、関係行政機関の委員 17 名。 

 

３ 災害医療対策             【健康危機対策課】  

 

本市では、災害時にも、一人でも多くの市民へ適切な治療等を提供できるようにするため、災害時における医

療救護活動及び公衆衛生活動等の体制整備に取り組んでいる。 

平成 29 年度より船橋市地域災害医療対策会議を設置し、災害医療対策のあり方について検討を行い、併せて

当該会議で決定した事項を実効性あるものとするべく、各種訓練や研修を実施している。今後も、医療救護体制

の整備を進め、発災直後の応急医療だけでなく、長期化する避難所生活においても医療を提供できるよう対策を

図る。 

 

４ 健康危機管理対策           【健康危機対策課】  

 

感染症、食中毒、医薬品、飲料水、毒物劇物その他何らかの原因により、住民の生命や健康を脅かす健康被害

について、その発生予防に努めるとともに、発生時には被害の拡大を抑えるため情報の収集及び提供・医療救護・

防疫対策等にいたる総合的な健康危機管理体制の確保を図る。 

また、平時より地域の医療機関や県等との連携を図り健康危機管理体制の整備に努める。 

 

５ 統計情報提供業務            【保健総務課】  

 

厚生行政施策等の基礎資料を得るため、人口動態等の統計調査を実施し、得られた情報の提供及び活用を図る。 
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調査名 調査目的 令和 4 年度実施状況 

① 人口動態調査 出生、死亡、婚姻、離婚、死産の

5 事象を動態統計的に把握するた

め実施 

毎年 1 月～12 月の出生数、死亡数、婚姻数、離

婚数、死産数の調査を行う。 

令和 3 年実績（令和 4 年分は未確定） 

出生数               4,182 人 

死亡数               5,826 人 

婚姻数               2,863 組 

離婚数                 867 組 

死産数                  87 胎 

②国民生活基礎調査 

（世帯票） 

国民生活の基礎的事項を把握し、

厚生労働行政の企画運営に必要な

基礎資料を得るため実施 

毎年 6月頃を基準日として、対象となった世帯に、

世帯票、健康票、介護票の調査を行う。（健康票、

介護票については 3 年に 1度の大規模調査時のみ

実施） 

③医療施設調査 病院及び診療所の分布と整備の実

態を明らかにし、医療施設の診療

機能を把握し、医療行政の基礎資

料を得るため実施 

動態調査 毎月報告 

対象施設 開設、廃止、変更等のあった医療機関 

静態調査 

調査年 3 年に 1 度 

（令和 4 年度は調査年に該当しない） 

調査日  10 月 1 日 

対象施設 市内全医療機関 

④患者調査 病院及び診療所を利用する患者に

ついて、その傷病の状況等の実態

を明らかにし、医療行政の基礎資

料を得るため実施 

対象施設 国が選定した医療機関 

調査年 3 年に 1 度 

（令和 4 年度は調査年に該当しない） 

実施対象及び調査日 

入院及び外来患者 

10月中旬の 3日間のうち医療機関ごとに定める 1

日 

退院患者 

9 月の 1 か月間 

⑤受療行動調査 病院を利用する患者について、受

療の状況や受けた医療に対する満

足度等を調査することにより、患

者の医療に対する認識や行動を明

らかにし、医療行政の基礎資料を

得るため実施 

対象施設 国が選定した医療機関 

調査年 3 年に 1 度 

（令和 4 年度は調査年に該当しない） 

実施対象及び調査日 

無作為抽出した一般病院を利用する患者 

10 月中旬の 3 日間のうち病院ごとに定める 1 日 

 

⑥医師・歯科医師・薬

剤師統計 

医師、歯科医師及び薬剤師につい

て、性、年齢、業務の種別、従事

場所及び診療科名等による分布を

明らかにし、医療行政の基礎資料

を得るため実施 

調査年 2 年に 1 度 

調査日  12 月 31 日 

対 象  医師・歯科医師・薬剤師 

⑦病院報告 病院における患者の利用状況を把

握し、医療行政の基礎資料を得る

ため実施 

調査日  毎月末 

対 象  市内 22 病院 
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６ 骨髄ドナー支援事業           【保健総務課】  

 

白血病などの血液疾患の治療に必要となる骨髄・末梢血幹細胞提供者（ドナー）の登録や移植の推進を図

るため、ドナーとドナーが従事する国内の事業所に奨励金を支給する（平成 28 年 4 月から）。 

○支給額 

ドナー 1 日につき 20,000 円 

ドナーが従事する事業所 1 日につき 10,000 円 

※いずれも 7 日を上限とする。 

○令和 4 年度支給実績 

ドナー ドナーが従事する事業所 計 

840,000 円 0 円 840,000 円 

 

 

７ 医事薬事関係業務            【保健総務課】  

 

１ 許可等事務に関すること 

診療所・助産所の開設、開設許可事項の変更、2 か所管理、診療所他の者管理、病室等の使用に関する許

可。衛生検査所の登録及び登録事項の変更。薬局・医薬品販売業、医療機器等販売業・貸与業の許可、毒物

劇物販売業の登録等の事務を行う。 

 

２ 届出事務に関すること 

診療所、助産所、歯科技工所、施術所の開設、開設許可届出事項の変更、廃止に関する届出の受理を行う。

また、薬局・医薬品販売業、毒物劇物販売業に関する変更届出の受理等を行う。 

 

３ 国、県等への進達に関すること 

医療従事者免許の新規、籍（名簿）訂正・書換、再交付等の申請。病院の開設、変更、廃止等の許可申請

等。医療法人の設立等の認可申請、決算等の届出。毒物劇物製造業、輸入業の登録申請、届出などを受理し、

国、県等へ進達する。 
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○令和 4 年度医療従事者各種免許等の取り扱い状況 

区分 総数 

厚生労働 医師 39 

大臣免許 歯科医師 16 

 薬剤師 135 

 保健師 66 

 助産師 9 

 看護師 378 

 理学療法士 100 

 作業療法士 30 

 臨床検査技師 35 

 診療放射線技師 20 

 衛生検査技師 0 

 視能訓練士 4 

知事免許 准看護師 28 

 登録販売者 73 

 

４ 監視指導に関すること 

医療法、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律、毒物及び劇物取締法に基

づき、病院、診療所、薬局、医薬品販売業者等に対して、計画的に立入検査（定期検査）を行うほか、新規

開設時等に立入検査等を実施する。 

 

○医事薬事関係施設・業種等一覧（令和 5 年 3 月末日現在） 

施設・業種等 施設数 病床数 
令和 4 年度 

立入り延件数 

病院 22 4,487 6 

診療所（一般） 385 126 29 

診療所（歯科） 329 － 25 

薬局 236 － 16 

薬局製剤製造業 16 － 1 

薬局製剤製造販売業 16 － 1 

医薬品店舗販売業 98 － 8 

卸売販売業 33 － 1 

高度管理医療機器等販売業 305 － 15 

高度管理医療機器等貸与業 162 － 5 

管理医療機器販売業 670 － 10 

管理医療機器貸与業 62 － 0 

毒物劇物販売業 120 － 2 

毒物劇物業務上取扱者（届出施設） 8 － 0 

特定毒物研究者 4 － 0 
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８ 船橋市医療安全支援センター業務     【保健総務課】  

 

医療安全推進協議会（以下、「協議会」という。）は、委員を医療安全に携わる者等のうちから選び、船橋

市医療安全支援センターの運営方針や業務内容の検討を実施している。令和 4 年度は 2 回（うち 1 回は書面

形式）実施した。また、協議会の部会である事例検討部会を 1 回実施した。 

さらに、医療に関する市民の相談等に対応し、市内医療機関に対し情報提供することにより、医療の安全

と信頼を高めること等を目的として、医療安全相談窓口を設置している。 

○令和 4 年度医療安全相談窓口実績 

苦情件数 328 

相談件数 498 

計 826 

 

９ 栄養指導事業              【保健総務課】  

 

地域住民の健康の増進を図るため、特定給食施設等の個別巡回指導や研修会の実施、食品の栄養成分表示や虚

偽誇大表示等の相談や普及啓発を実施している。また、健康増進法に基づく国民健康・栄養調査等の統計調査の

実施の他に調理師法及び栄養士法に関する免許交付等の業務を行っている。 

 

１ 給食施設指導 

給食施設に対し、栄養管理の質の向上を図るため、個別巡回指導を行うとともに、設置者、管理者及び従

事者を対象とした研修会を実施する。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により縮小して実施 

○令和 4 年度給食施設個別巡回指導実施状況 

施設種別 対象施設数 指導施設数 

学校 99 29  

病院 22 0 

介護老人保健施設 14 1  

老人福祉施設 30  4  

児童福祉施設 87  9  

社会福祉施設 4 1  

事業所 28 1  

自衛隊 1 0 

その他 17  2  

○令和 4 年度給食施設集団指導実施状況 

研修会名 回数 参加者数 

給食施設管理者研修会等 0 0 
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２ 食品の表示に関する相談及び指導 

食品企業等を対象に、食品の栄養成分表示や誇大表示に関する相談及び指導を行う。 

○令和 4 年度実績 

指導内容 食品企業等の延相談件数 

食品表示（保健事項） 21  

虚偽誇大広告 3   

 

３ 国民健康・栄養調査 

国民の身体状況や栄養摂取量等の状況を明らかにし、国民の健康増進の総合的な推進を図る基礎資料を得

るため、国民健康・栄養調査を実施する。 

○令和 4 年度実績   

指定地区 1 

対象世帯数 21 

実施世帯数 9 

実施世帯員数 25 

 ※実施世帯員数は栄養摂取状況調査の協力者数 

 

４ 調理師法関係業務 

調理師法に基づき、調理師免許、調理師名簿訂正及び書換交付、再交付等の事務を行う。また、千葉県調

理師試験の受験案内配布、願書受付を行う。 

○令和 4 年度実績  調理師試験願書受付数：114 件 調理師免許交付等件数：150 件 

 

５ 栄養士法関係業務 

栄養士法に基づき、栄養士・管理栄養士免許、栄養士・管理栄養士名簿訂正及び書換交付、再交付等の事

務を行う。また、管理栄養士国家試験の受験案内配布及び栄養士免許の照合を行う。 

○令和 4 年度実績  管理栄養士免許交付等件数：106 件  栄養士免許交付等件数：61 件 

 

10 難病対策                【保健総務課】 

 

１ 難病対策 

地方自治法に基づく千葉県知事の事務処理の特例及び協定により千葉県特定医療費支給認定等に関する

申請受付や交付等窓口事務を行う。また、在宅で療養する難病患者及び家族を支援するため、保健師・難病

訪問相談員等による相談指導及び講演会等を行っている。 

○令和 4 年度末受給者数(延べ人数) 4,639 件 

○令和 4 年度保健指導件数 

訪問相談 142 件 

面接相談 107 件 

電話相談 892 件 
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２ 小児慢性特定疾病医療費支給事業及び小児指定疾病医療費助成事業 

小児の慢性疾病で治療が長期にわたり保護者の医療負担も高額となる特定疾病にかかっている児童の医

療給付を行う。なお、小児慢性特定疾病医療費支給事業（国事業）に該当しなかった児童に対し、小児指定

疾病医療費助成事業（市事業）を実施している。 

○令和 4 年度末受給者証(国事業)・登録者証（市事業）交付状況 

 国事業 市事業 

新規件数 106 件 4 件 

受給者数 660 人 67 人 

 

３ 千葉県肝炎治療特別促進事業 

千葉県との協定により B 型及び C 型肝炎患者のインターフェロン治療、インターフェロンフリー治療及

び核酸アナログ製剤治療に係る医療費の助成申請を受け付けている。 

○令和 4 年度肝炎治療受給者証申請状況 

申請者数 310 人 

認定者数 310 人 

 

４ 難病患者援助金 

難病対策事業の一環として、潰瘍性大腸炎、ベーチェット病等の指定難病（338 疾病）、小児慢性特定疾

病（16 疾患群・788 疾病）の治療を現に受けている者に対し、患者の費用の負担軽減を目的として援助金を

支給する。 

○令和 4 年度援助金支給額 

 支給額 備考 

入院 月額 1 人 10,000 円 20 日以上入院の場合 

通院 月額 1 人  5,000 円 1 日以上通院の場合と 20 日未満の入院の場合 

○令和 4 年度援助金支給実績 

 入院 通院 計 

難病患者援助金支給額 13,745,000 円 185,500,000 円 199,245,000 円 

 

５ 原子爆弾被爆者援護対策 

地方自治法に基づく事務処理の特例及び協定により認定申請受付交付や各種手当支給申請の窓口事務を

行う。また、被爆者の福祉の増進のため、市内に住所を有する原爆被爆者に対し年 1 回、1 人 7,000 円を支

給する。（昭和 56 年 4 月 1 日施行） 

○令和 4 年度原子爆弾被爆者健康手帳交付状況・原爆被爆者見舞金支給状況 

 人数・件数 支給金額 

年度末被爆者健康手帳交付者数 179 人  

原爆被爆者見舞金支給件数 175 件 1,225,000 円 
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11 精神保健福祉              【保健総務課】 

 

１ 精神保健福祉相談・訪問指導事業 

 市民の精神保健福祉に関する相談について、嘱託医師による予約制の相談窓口を月 4 回設置する。また、

職員による相談・訪問指導を実施する。 

○令和 4 年度実績（件数） 

嘱託医師による定例相談（予約制） 37 件 

電話相談  4,989 件 

来所相談 264 件 

家庭訪問  407 件 

 

２ 保健所デイケアクラブ 

回復途上の精神障害者を対象に社会参加の場を提供し、集団活動を通して自発性・社会性を養い、対人関

係の改善をはかり、社会生活への適応性を高めることを目的に毎月 4 回、グループワークを実施する。 

○令和 4 年度実績（人数） 

実人数 12 人 

延人数 78 人 

 

３ 精神障害者社会復帰施設 

◎船橋市地域活動支援センター 

精神障害者の社会復帰と自立、社会参加への促進を図るため、各種プログラムを実施する施設。 

○開設年月日：平成 13 年 10 月 1 日 

○所在地：北本町 1‐16‐55 3 階（平成 27 年 10 月移転） 電話：409-2487 Fax：409-1948 

○運営：（指定管理者）NPO 法人船橋こころの福祉協会 

○令和 4 年度実績（件数・人数） 

電話相談 8,129 件 

来所相談 404 件 

訪問相談 592 件 

通所者延人数（日常生活支援事業対象者） 2,390 人 

 

４ 普及啓発事業 

精神障害者に対する偏見、差別の解消及び正しい知識の普及啓発を図るため普及啓発講演会を実施する。 

○令和 4 年度実績 

実施回数 1 回 

参加人数 43 人 

 

５ 家族支援事業 

精神障害者を抱える家族の不安軽減、適切な治療環境づくり及び社会復帰の促進を目指し家族のための学

習会を実施する。 
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また、家族同士の支えあい、交流の場を設けることで、家族の孤立感を軽減し家族が元気になることを目

的に、家族のための交流会を実施する。 

○令和 4 年度実績 

事業名称 回数 参加者人数 備考 

家族のための学習会（統合失調症） 1 回 12 人  

家族のための学習会（アルコール問題） ※新型コロナウイルス感染予防のため中止 0 人  

家族のための交流会 1 回 3 人  

市内家族会とピアサポーターとの交流会 1 回 13 人  

精神保健福祉士による当事者家族との交流会 1 回 9 人  

 

６ 成年後見制度利用支援事業 

精神障害者のうち、成年後見人等の市長申立て時の費用や、成年後見人等の報酬の支払いが困難な者に対

して助成する。 

  ○後見人等報酬の助成額の上限 

   在宅         月額 28,000 円 

   施設入所・長期入院  月額 18,000 円 

 

7 精神障害者の地域移行・地域定着関係職員に対する研修に係る事業 

  精神障害者の地域移行・地域定着に関する保健・医療・福祉の相互理解を促進するため、精神科医療機関、

障害福祉サービス事業所、介護保険サービス事業所等の職員に対し研修会等を実施する。 

○令和 4 年度実績 

事業名称 回数 参加者数 

船橋市精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進

部会（実務者会議）に係る事例検討会 
1 回 21 人 

市内精神障害者福祉施設の見学会 3 回 15 人 

市内訪問看護事業所向け研修 1 回 11 人 

地域移行支援事例に係る事例検討会 1 回 26 人 

地域移行支援に関する映画の上映会 1 回 46 人 

 

8 入院中の精神障害者の地域生活支援に係る事業 

   精神科医療機関等に入院中の患者等を対象に、地域生活支援に係る事業を実施する。 

○令和 4 年度実績 

事業名称 回数 参加者数 

ピアサポーターと市内精神科病院入院患者との交流会 6 回 82 人 

 

9 船橋市精神保健福祉推進協議会 

医師会、医療機関、家族会、福祉関係学識経験者を協議会委員として委嘱し、精神障害者が社会復帰する

ために必要な福祉施策を推進し、市民の精神保健の増進を図るための事業を実施する。 
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○開催回数 

委員会 1 回 

幹事会 4 回 

○事業実施 

事業名称 時期 参加者数 場所 

第 25 回精神保健福祉ボランティア養成講座 
令和 4 年 10 月 6 日～ 

12 月 1 日（全 9 回） 

※新型コロナウイルス感

染予防のため中止 
保健福祉センター他 

第 13 回スポーツ交流大会 令和 4 年 10 月 
※新型コロナウイルス感

染予防のため中止 
 

第 31 回こころの広場交流会 令和 4 年 12 月 23 日 
※新型コロナウイルス感

染予防のため中止 
西部公民館 

第 21 回心の健康セミナー 

演題「アンガーマネジメント」って何？ 

～イライラと上手に付き合おう～ 

令和 5 年 3 月 2 日 73 人 浜町公民館 

小冊子刊行 

「市民のためのこころの健康・No.35」 
令和 5 年 3 月発行 

6,000 部 

（発行部数） 
 

 

10 船橋市地域精神保健福祉連絡協議会 

   精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進事業をはじめとする地域精神保健福祉活動の推進

について協議検討し、関係機関、関係団体等との連携及び協力体制の整備等を図るため協議会を実施する。

また部会として、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進部会を設置し、地域課題の把握と課

題解決に向けた取り組み案の検討および地域関係者間の顔の見える関係づくりの構築推進を図る。 

 ○開催回数 

委員会 1 回 

部会 2 回 

 

12 各種検査業務             【健康危機対策課】  

 

１ 微生物学的検査業務 

感染症発生時及び食中毒発生時の検査等を実施する。 

○感染症対策検査実績 

内容 3 年度件数 4 年度件数 

腸管出血性大腸菌 35 167 

 

○食中毒関連対策検査実績（令和 3 年度 43 検体、令和 4 年度 379 検体） 

内容 3年度項目数 4年度項目数 

細菌検査 738 2,534 

ウイルス検査 18 135 

ノロウイルス遺伝子型別解析 0 8 
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○感染性胃腸炎対策検査実績（令和 3 年度 27 検体、令和 4 年度 55 検体） 

内容 3年度項目数 4年度項目数 

ウイルス検査 73 152 

ノロウイルス遺伝子型別解析 0 0 

 

２ 臨床検査業務 

原子爆弾被爆者の健康診断としての尿検査、エイズ予防対策としてのＨＩＶ検査、性感染症予防対策とし

ての梅毒抗体検査、結核予防対策としてのクォンティフェロン（ＱＦＴ）検査、結核菌塗抹培養検査等を実

施する。令和 3 年度の尿検査は、新型コロナウイルス感染症の影響により実施なし。 

○臨床検査実績 

内容 3 年度件数 4 年度件数 

尿検査 ― 19 

ＨＩＶ検査 308 567 

梅毒抗体検査 279 516 

ＱＦＴ検査 402 103 

結核菌検査 0 0 

 

３ 環境検査業務 

公衆浴場等の衛生状態を確認するために、レジオネラ属菌等の検査を実施する。 

○環境検査実績 

内容 3 年度件数 4 年度件数 

レジオネラ属菌検査（培養法） 3 21 

レジオネラ属菌検査（迅速法） 3 11 

大腸菌群検査 0 0 

過マンガン酸カリウム消費量検査 0 0 

 

４ 食品等検査業務 

食品の安全性を確保する目的で、食品等の細菌数及び病原起因菌等の微生物学的検査並びに保存料・甘味

料等の理化学的検査を実施する。 

○令和 4 年度食品等検査実績 

内容 件数 項目数 

微生物学的検査 24 48 

理化学的検査 0 0 

 

５ 精度管理業務 

検査結果の信頼性を確保する目的で、内部精度管理及び外部精度管理を実施した。 

令和 4 年度の内部精度管理は、新型コロナウイルス感染症の影響により縮小して実施。 
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○令和 4 年度内部精度管理実施実績 

内容 実施項目 実施回数 

細菌検査 添加回収試験 一般細菌数（生菌数） 2 

 陽性対照試験 大腸菌群 2 

  大腸菌 1 

  黄色ブドウ球菌 0 

  サルモネラ属菌 0 

  腸炎ビブリオ 0 

  クロストリジウム属菌 0 

 繰り返し試験 一般細菌数（生菌数） 2 

理化学検査 添加回収試験 サッカリンナトリウム 0 

  ソルビン酸 0 

  タール色素 0 

  亜硝酸根 0 

  安息香酸 0 

  デヒドロ酢酸 0 

 繰り返し試験 サッカリンナトリウム 0 

  ソルビン酸 0 

  亜硝酸根 0 

  安息香酸 0 

  デヒドロ酢酸 0 

 

○令和 4 年度外部精度管理実施実績 

調査機関 内容 調査項目 実施回数 

厚生労働省 ウイルス検査 新型コロナウイルス 

 
2 

遺伝子解析 新型コロナウイルス 1 

細菌検査 コレラ菌 1 

一般財団法人食品薬品安全センター 細菌検査 一般細菌数 1 

大腸菌群 1 

大腸菌 1 

黄色ブドウ球菌 1 

サルモネラ属菌 1 

腸内細菌科菌群 0 

理化学検査 ソルビン酸 0 

タール色素 0 

千葉県衛生研究所 細菌検査 腸管出血性大腸菌 1 

ウイルス検査 ノロウイルス 1 

特定非営利活動法人結核感染診断研究会 血液検査 QFT 検査 1 

日水製薬株式会社 細菌検査 レジオネラ属菌 1 
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６ 蚊媒介感染症検査 

蚊媒介感染症を防止する目的で、採取した蚊の検査及び蚊媒介感染症が疑われる患者の検体検査を実施す

る。令和 4 年度の蚊の検査は、新型コロナウイルス感染症の影響により実施なし。 

○令和 4 年度蚊媒介感染症検査実績   

区分 実施件数 
 検体数 3 

蚊 

デングウイルス ― 

チクングニアウイルス ― 

ジカウイルス ― 

血液 

デングウイルス 2 

チクングニアウイルス 2 

ジカウイルス 2 

尿 
デングウイルス 1 

チクングニアウイルス 1 

ジカウイルス 1 

 

７ 薬剤耐性菌検査 

地域における薬剤耐性菌のまん延などの流行状況を把握するため、薬剤耐性菌検査を実施する。 

○薬剤耐性菌検査実績  

区分 3 年度実施件数 
 

4 年度実施件数 
 検体数 15 13 

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌 
遺伝子型別検査 15 10 

遺伝子パターン解析 11 0 

バンコマイシン耐性腸球菌 0 3 

 

８ レジオネラ属菌検査 

レジオネラ症患者が発生した際に感染源を特定し感染の拡大を防止するため、レジオネラ属菌検査を実施

する。 

○レジオネラ属菌検査実績 

区分 3 年度実施件数 
 

4 年度実施件数 

検体数 1 2 

喀痰 1 2 

 

９ 船橋市衛生試験所業務 

  感染症や食中毒等の健康危機対策及び日頃の地域保健対策を効果的に推進し、公衆衛生の向上を図るため、

令和３（2021）年度に地方衛生研究所全国協議会に加入した。地域における科学的かつ技術的に中核となる機

関として、関係機関と緊密な連携の下に、調査研究、試験検査、研修指導及び公衆衛生情報等の収集・解析・

提供を行い、市民の健康維持、増進に努めていく必要がある。 

  

①調査研究 学会発表 

新型コロナウイルス感染症の流行開始シグナルの検討について 

～感染者数の移動平均線を用いて～ 

千葉県公衆衛生学会 口頭発表（Ｗｅｂ開催） ２０２３年２月 
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②試験検査 17 新型コロナウイルス感染症対策 3 検査体制及び本章 1から 8を参照 

③研修指導・受講 指導実績  

・なし 

受講実績 

・蚊類調査技術研修（国立感染症研究所。以下「感染研」。） 

・検査能力向上研修（感染研） 

・薬剤耐性菌技術研修（感染研） 

・アニサキス技術講習会（感染研） 

・希少感染症診断技術研修会（感染研） 

④公衆衛生情報等

の収集・解析・提供 

新型コロナウイルス感染症患者数の推移を統計ソフトを用いて解析し、結果を

保健所内に提供した。 

 

 

13 感染症等対策             【健康危機対策課】  

 

１ 結核対策 

結核の予防及びまん延防止ため、疫学調査・健康診断・患者管理・患者服薬支援（ＤＯＴＳ）・結核医療・ 

発生動向調査等の一貫した対策を行う。 

結核・感染症患者の入院の適否、通院患者に対する適正な医療の普及及び医療費の公費負担に関して審議

するため感染症診査協議会を設置している。 

○結核患者登録者数 

令和 4 年新登録患者数 46 

令和 4 年末登録者数 124 

○保健指導件数 

区分 3 年度 4 年度 

訪問相談 346 108 

来所相談 130 150 

電話相談 1,933 1,799 

 

２ 感染症対策 

感染症の予防及び発生時のまん延防止に努め、患者の人権を守りながら市民の安全な生活を守る。また、

感染症に関する情報の発信・知識普及に努め市民への予防啓発活動を行う。 

○発生件数 

区分 3 年度 4 年度 

細菌性赤痢 0 0 

腸管出血性大腸菌感染症 16 31 

腸チフス 0 0 
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○保健指導件数 

区分 3 年度 4 年度 

訪問相談 19 33 

面接相談 32 48 

電話相談 750 1,366 

 

３ エイズ対策 

エイズのまん延を防ぐために予防啓発普及活動に努め、相談（随時）、検査体制を整備する。ＨＩＶは即

日検査を行っており、また、希望者にはクラミジア及び梅毒の検査も実施している。令和元年 5 月からクラ

ミジア検査を抗原検査（尿検査）に変更した。令和 4 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止期

間があったが、平日 18 回、休日 3 回の検査を実施した。 

○令和 4 年度エイズ相談件数 40 件 

○令和 4 年度ＨＩＶ・性感染症検査件数 

区分 3 年度 4 年度 

ＨＩＶ検査 308 567 

梅毒抗体検査 279 516 

クラミジア抗体検査 267 500 

※原則として第 1・第 3 火曜日 休日検査 4 回実施（6 月・9 月・12 月・3 月） 

 

４ 肝炎対策 

Ｂ・Ｃ型ウイルス性肝炎の早期発見・治療のため、肝炎ウイルス検査を原則として第 3 火曜日に実施。令

和 4 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により中止期間があったが、8 回の検査を実施した。 

○肝炎検査・相談件数 

区分 3 年度 4 年度 

肝炎相談 12 7 

肝炎検査 17 13 

 

５ 結核検診 

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に基づき、65 歳以上の市民を対象に胸部エッ

クス線検査を実施している。 

○胸部エックス線結核検診（単位：人） 

区分 

年度 

65 歳以上の市民 

受診者数 異常なし 要精検 

令和 3 9 9 ― 

令和 4 8 8 ― 

 

14 食品衛生事業              【衛生指導課】  

 

１ 営業施設の許可 

   市内には、立地条件から大規模小売店舗や食品製造施設が多く、また、地方卸売市場も設置されているこ
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となどから、食品関係営業施設はその数、集中度も県内有数となっている。 

 要許可 要届出 

営業施設数 6,436 1,965 

新規許可件数 985 － 

継続許可件数 0 － 

廃業件数 521 38 

不許可件数 3 － 

ふぐ認証施設数 41 － 

 

２ 施設の監視指導・収去検査 

   市内の食品の安全性を確保するため、食品の収去検査を行うとともに、食品関係営業施設の一斉監視並び

に食品製造施設等の監視指導を実施し、営業者に対し自主管理の啓発に努める。 

 

区分 件数 

監視件数 3,009 

要許可 2,034 

要届出 975 

無許可 5 

指導票交付 33 

違反食品 10 

苦情処理 234 

食中毒 10 

食中毒関連調査 25 

食品の収去検査検体数※ 100 

食品の収去検査項目数※ 4,295 

※買上げ検査を含む。 

 

３ 自主管理体制の強化と夏期・年末における食中毒予防対策 

   食品衛生知識の普及向上を図るため、食品営業者等を対象に衛生講習会を開催する。 

   また、新規営業者講習会、夏期の食中毒予防街頭啓発活動事業を船橋市食品衛生協会への業務委託により

実施する。 

 

講習会 実施回数 参加人数 備考 

食品衛生講習会 42 650  

新規営業者講習会 4 19  

食品衛生責任者養成講習会 12 663 
市長が指定した食品衛生責任者を養成するた

めの講習会として食品衛生協会が実施 

 

夏期一斉監視指導 7/15 から 8/15 まで 

食品衛生月間の実施 8/1 から 8/31 まで 

食中毒注意報発令 6/1 から 9/30 まで 

食中毒警報発令 6/29 から 9/30 まで 

食中毒予防広報の実施 8/4  

年末一斉監視指導 12/1 から 12/28 まで 

※数字および年月日は全て令和 4 年度 
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15 動物の愛護管理及び狂犬病予防事業    【衛生指導課】  

 

動物の愛護及び管理に関する法律、狂犬病予防法及び船橋市動物の愛護及び管理に関する条例に基づき、畜犬

登録等の事務（犬の鑑札及び狂犬病予防注射済票の交付等）、犬等による危害防止、動物の正しい飼い方の指導

や助言、動物愛護管理に関する普及啓発を行う。 

 

１ 野犬等の捕獲、収容 

狂犬病予防法、船橋市動物の愛護及び管理に関する条例に基づき、犬等による危害を防止するため、野犬

等の捕獲・収容を行う。 

○令和 4 年度犬・猫収容処分頭数 

 捕獲 引取 負傷 返還 譲渡 死亡 殺処分 

犬 30  2  0 25  5 0 2 

猫 － 230  28  9  197  13  36  

※犬：前年度から 1 匹繰入れ、次年度へ 1 匹繰越し 

 猫：前年度から 9 匹繰入れ、次年度へ 12 匹繰越し 

 

２ 動物愛護に関する普及啓発 

ア 市民からの電話・来所等による動物に関する苦情処理・相談業務を行う。 

○令和 4 年度実績 

 犬 猫 その他 計 

苦情処理 514  301  29  844  

相談受理 1,561  1,172  76  2,809  

イ 動物の愛護及び管理に関する法律による動物愛護週間（9 月 20 日から 26 日）等において、動物愛護

講演会等の事業を実施する。 

 〇イベント等 

事業名 実施日及び参加人数 

猫の飼い方教室・お悩み相談 5 月 22 日（13 名） 

愛犬セミナー 5 月 22 日（11 名） 

犬のしつけ方教室 
6 月 4 日（8名）・7月 16 日（5名）・10 月 9日（15 名）・ 

11 月 5 日（12 名）・3月 5日（17 名） 

譲渡会 6 月 18 日（11 名）・10月 9 日（2名）・11 月 5日（5名） 

バックヤードツアー 7 月 30 日（19 名）・8月 21 日（15 名） 

動物愛護指導教室 12 月 16 日（113 名） 

〇適正飼養及び災害対策に関するパネル展 

  実施場所：市役所 1 階、中央図書館、北図書館、公民館、動物愛護指導センター 

※令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、「なかよし動物フェスティバル」、８月の「譲

渡会」は中止した。 
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３ 飼い主のいない猫の不妊手術実施事業 

地域における飼い主のいない猫の繁殖の抑制のため、動物愛護指導センター及び京葉地域獣医師会会 

員診療施設（動物病院）において飼い主のいない猫の不妊手術を実施する。 

○令和 4 年度飼い主のいない猫の不妊手術実績（単位：匹） 

オス 202 

メス 244  

合計 446  

 

４ 負傷動物の診察・治療 

   動物の愛護及び管理に関する法律に基づき、負傷動物の収容及び診察・治療を行う。 

   なお、業務時間外に収容された負傷動物については、京葉地域獣医師会への業務委託により対応する。 

      ○令和 4 年度負傷動物収容・委託治療数 

 収容 診察 治療 委託治療 

犬 0 0 0 0 

猫 28  22  22  2  

その他 1 0 0 0 

※犬、猫の収容頭数は再掲 

 

５ 動物取扱業各種登録申請受理、立入検査関係事業 

   動物の愛護及び管理に関する法律に基づく動物取扱業に関する登録（変更、廃止等を含む）の申請受理及

び施設への立入検査等にかかる事務を行う。 

    ○令和 4 年度末第一種動物取扱業登録施設数：167 施設、立入施設数：47 施設 

 

６ 第二種動物取扱業各種届出受理、立入検査関係事業 

   動物の愛護及び管理に関する法律に基づく第二種動物取扱業に関する届出等の受理及び施設への立入検

査等にかかる事務を行う。 

    ○令和 4 年度末第二種動物取扱業届出施設数：7 施設、立入施設数：2 施設 

 

７ 畜犬登録 

   狂犬病予防法に基づき畜犬の登録及び鑑札・狂犬病予防注射済票の交付を行う。 

   ※令和 4 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、集合による狂犬病予防注射は中止した。 

   ○令和 4 年度末畜犬登録件数：28,084 頭 

 

16 生活衛生事業              【衛生指導課】  

 

理容所、美容所、クリーニング所、旅館、公衆浴場、興行場などの生活衛生関係営業施設について、各法に基

づき確認・許可及び監視指導を行う。 

また、化製場、遊泳用プールなどの生活衛生関係施設については、立入検査を実施し、衛生上の危害発生防止

及び水質管理などについて指導を行う。 

水道施設、特定建築物などについては、水道法、小規模水道条例、建築物衛生法に基づき、立入検査を実施し、
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水質管理及び施設の衛生管理などについて指導を行う。 

公衆浴場の確保及び公衆衛生の向上を図ることを目的とし、市内一般公衆浴場 6 浴場を対象に、 経営基盤安

定化補助金、設備改善事業費補助金の交付を行う。また、千葉県公衆浴場業生活衛生同業組合船橋支部が実施す

る「ふれあいお風呂の日」（小学生を対象に第二、第四土曜日及び祝日・親子ペアを対象にこどもの日・ 母の日・

父の日）の無料入浴事業に対して補助金の交付を行う。 

※令和 4 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、縮小して監視指導を実施した。 

 

○令和 4 年度 生活衛生関係施設数及び監視件数 

業種 施設数 監視件数 監視率 

興行場 9 3 33% 

旅館 72 38 53% 

公衆浴場 41 1 2% 

理容所 357 0 0% 

美容所 962 1 0% 

クリーニング所 289 0 0% 

特定建築物 102 42 41% 

化製場 38 34 89% 

遊泳用プール 21 9 43% 

水道施設 1,097 103 9% 

温泉 2 0 0% 

建築物衛生事業登録 64 10 16% 

 

○そ族昆虫等駆除及び相談 

感染症を媒介するネズミや、不快害虫であるユスリカ・チョウバエの幼虫を駆除するための薬剤を配布す

るとともに、危険度の高いスズメバチの巣の撤去を行った。 

○令和 4 年度 

事業内容 数量等 

ユスリカ・チョウバエ駆除剤配布 8,043 袋 

殺そ剤配布 1,520 袋 

スズメバチの巣の撤去 369 件 

ユスリカ等発生抑制剤散布業務 2 件 

 

17 新型コロナウイルス感染症対策     【健康危機対策課】 

 

令和元年 12 月に中華人民共和国湖北省武漢市で初めて報告され、世界的な流行となっている新型コロナウイ

ルス感染症（COVID-19）は、国内においては令和 2 年 1 月 15 日、本市においては 3 月 1 日に初の感染者が判

明した。 

 本市においては、2 月 3 日に市長を本部長とする「船橋市新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し、市

役所全体で対応している。さらに保健所内においては、2 月 26 日に「船橋市新型コロナウイルス感染症対策保

健所本部」を設置し、様々な対策を実施している。 

 なお、令和 5 年 4 月 1 日以降は、健康危機対策課において、引き続き新型コロナウイルス感染症対策業務を行

っている。 
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１ 相談窓口の設置 

令和 2 年 1 月以降、保健総務課結核感染症係にて新型コロナウイルス感染症に関する相談への対応を開始し

た。 

2 月 7 日には、「船橋市新型コロナウイルス感染症相談センター（帰国者・接触者相談センター）」を保健

所に設置し、2 週間以内に湖北省（武漢市を含む）への渡航歴がある人や、渡航歴がある人との濃厚接触者、

不安を持つ市民等からの相談に対応した。 

令和 4 年 1 月 20 日からはオミクロン株の感染拡大を受けて全日午前 9 時から午後 7 時まで受付時間を変更

し、市民等からの相談に応じた。 

第７波は第６波に引き続きオミクロン株の感染拡大により医療機関がひっ迫するという状況から、受診や発

熱等の相談が多く寄せられた。 

第８波ではより多くの相談に応じるために相談センターの回線数を増やし、市民等からの相談に応じた。 

○相談数          （単位：件） 

年度 相談数 

令和 3 年度 68,653 

令和 4 年度 74,714 

 

２ 帰国者・接触者外来等における受診調整及び患者搬送 

 新型コロナウイルス感染症相談センターへの相談等を通じて、新型コロナウイルス感染症を疑う者がいた場合

に、帰国者・接触者外来を有する医療機関及び発熱外来を有するクリニック等に受診調整し、ＰＣＲ検査のため

検体を採取した。 

また、患者等が受診する際は必要に応じて自宅から医療機関までの搬送、採取した検体の輸送を行った。 

○帰国者・接触者外来等受診調整数及び患者搬送数  （単位：件） 

年度 受診調整数 患者搬送数※
 

令和 3 年度 1,918 4,412 

令和 4 年度 1,964  2,292 

※ 患者搬送数には、感染者の入院・ホテル入所・診察のための搬送等を含む。 

 

３ 検査体制 

 令和 2 年 2 月 7 日からは、「帰国者・接触者外来」において患者から採取した検体、医療機関から依頼のあっ

た検体及び入院患者の陰性確認のための検体を千葉県衛生研究所に輸送しＰＣＲ検査を、3 月 11 日からは、保

健所にて市独自にＰＣＲ検査を開始した。 

 さらに、令和 2 年 4 月 21 日からは、市医師会の協力のもと「ＰＣＲ検査外来（ドライブスルー方式）」を開始

し、検査体制の強化・拡充を図っている。 

 また、令和 2 年 6 月 10 日からは、市内医療機関と行政検査実施の委託契約を締結し、直接かかりつけ医等の

医療機関へ相談・受診のうえ、検査を行う体制を整備した（令和 5 年 4 月 1 日時点の契約医療機関数：156 機関）。 

 令和 3 年 3 月 24 日からは千葉県衛生研究所にて変異株ＰＣＲ検査、4 月 12 日からは市独自に変異株ＰＣＲ検

査、4 月 19 日からは国立感染症研究所にてゲノム解析、12 月 7 日からは千葉県衛生研究所にてゲノム解析、令

和 4 年 2 月 2 日からは市独自にゲノム解析を開始した。 

 令和 4 年度は、国立感染症研究所等より、オミクロン株の中で多くの亜系統が派生していることが随時報告さ

れたことから、クラスター等対策のための診断用 PCR 検査に加え、変異株 PCR 検査及びゲノム解析を行うこと

により、市内での変異株流行状況の早期の把握に努め、注意喚起を行った。 
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○令和 4 年度 ＰＣＲ検査・抗原定性検査                        （単位：件） 

区分 検査数 
検査結果 

陽性 陰性 

保健所実施分  
5,694 966 4,728 

うち PCR 検査外来（ドライ

ブスルー等方式）分 
166 38 128 

契約医療機関実施分 PCR 検査 88,066 18,303 69,763 

抗原検査 203,866 63,455 140,411 

 ※令和 2 年 4 月 21 日～ ドライブスルー方式（鼻咽頭ぬぐい液） 

 令和 2 年 12 月 9 日～ ドライブスルー方式（唾液）を追加 

  令和 3 年 1 月 22 日～ ウォークスルー方式（唾液）を追加 

 

○令和 4 年度 変異株ＰＣＲ検査（特定部位の変異の有無により、変異株の種類を推定）   （単位：件） 

区分 期間 
変異を認

める 

部位 

 

結果 

N501Y E484K L452R L452Q G339D ins214EPE 

保健所 

実施分 

令和 4 年 4 月 1 日～

令和 5 年 3 月 31 日 

陽 性 0 0 789 16 96 20 

陰 性 0 0 175 948 0 454 

判定不能 0 0 108 108 26 207 

検 査 数 0 0 1,072 1,072 122 681 

※令和 3 年 4 月 12 日～ Ｎ501Ｙ変異検出検査開始 

令和 3 年 5 月 20 日～ Ｅ484Ｋ変異検出検査開始 

令和 3 年 6 月 11 日～ Ｌ452Ｒ変異検出検査開始 

令和 3 年 12 月 9 日～ Ｌ452Ｑ変異検出検査開始 

令和 4 年 1 月 17 日～ Ｇ339Ｄ変異検出検査開始 

令和 4 年 3 月 23 日～ ｉｎｓ214ＥＰＥ変異検出検査開始 
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○令和 4 年度 ゲノム解析（全塩基配列を解析することにより、変異株の種類を確定）    （単位：件） 

区分 期間 検査数 

検査結果 

オミクロン株 
判定 

不能 BA.1 

系統 

BA.2 系統 BA.2.75 

系統 

BA.4 

系統 

BA.5 系統 XBB 

系統 BA.2 BA.2.12.1 BA.5 BQ.1 

保健

所実

施分 

令和 4

年 4月 1

日～令

和 5年 3

月 31 日 

732 37 116 8 15 5 387 41 2 121 

 

４ 医療提供体制等 

（１）感染症病床の確保 

新型コロナウイルス感染症の感染状況に応じた対応及びその他の疾患の患者に対する医療の確保を適切に図

る観点から、千葉県が定めた病床確保計画に基づき、市内医療機関において令和 5 年 4 月 1 日時点で 103 の病床

を確保した。 

○入院状況          （単位：人） 

年度 延入院者数 

令和 3 年度 1,914 

令和 4 年度 2,649 

 

（２）宿泊療養施設の運営 

重症化リスクが高い人や中等症・重症患者への医療提供体制の確保とともに、自宅で待機している軽症者から

の家庭内感染を防ぐため、市独自に令和 2 年 4 月 30 日から市内のホテル（船橋第一ホテル）を借り上げて、軽

症者を受け入れる体制を整備した（船橋第一ホテルでの療養者受け入れは令和 5 年 3 月 31 日をもって終了）。 

また、令和 3 年 1 月 15 日から 2 棟目のホテル（船橋シティホテル）を借り上げて、増加する感染者（無症状

者・軽症者）の受け入れ体制の強化を図った。 

ホテルの運営にあたっては、医師会から推薦を受けた医療機関が入所者への医療を提供する仕組みを整えると

ともに、開設当初から入所者自身が血中酸素濃度（SpO2）を健康観察以外でも測定できるようパルスオキシメ

ーターの貸し出しを行うなどし、入所者の症状急変時にも対応できる体制の充実を図った。 

○入所等実績 

施設名 年度 区分 実績 

船橋第一ホテル 令和 3 年度 
実入所者数 1,798 人 

延受診件数 2,131 件 

船橋シティホテル 令和 3 年度 
実入所者数 870 人 

延受診件数 984 件 

船橋第一ホテル 令和 4 年度 
実入所者数 866 人 

延受診件数 835 件 

船橋シティホテル 令和 4 年度 
実入所者数 726 人 

延受診件数 628 件 
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（３）自宅待機者への支援 

入院等療養先調整中の自宅待機者の健康状態や症状の変化を迅速に把握するため、自宅待機者が自宅におい

て自身で血中酸素濃度（SpO2）を測定するパルスオキシメーターの配送を行い、自宅療養中の健康管理に活用

した。 

当初、宿泊療養施設使用分と合わせて 100 台確保し、令和 5 年 4 月時点で 6,433 台確保した。 

 ○パルスオキシメーター貸出実績                            （単位：台） 

区分 

年度 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

令和 3 年度 45 62 37 314 1,271 477 29 11 8 2,639 4,268  2,792 11,953 

令和 4 年度 1,667 591 294 1,758 2,465 672 307 913 1,841 1,208 154 124 11,994 

 ※医療機関から患者に市のパルスオキシメーターを貸出した件数含む。  

また、自宅待機者のうち、同居者、近親者等の支援を受けられない者に対し、健康観察期間中における生活

必要物資等の確保として、配食サービスを令和 3 年 3 月 19 日から開始した。 

 

○配食サービス利用実績                                 （単位：件） 

区分 

年度 
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

令和3年度 2 3 0 2 38 26 0 0 1 86 1,089 1,639 2,886 

令和4年度 1,106 553 313 3,613 5,657 2,048 939 2,163 4,899 3,335 552 263 25,441 

 

５ 感染予防策の普及・啓発 

（１）市民に対する周知 

感染状況や感染予防の取り組みについてホームページやツイッターにより周知を行った。 

また、乳幼児が感染した場合の対応方法をまとめたポスターを掲示するとともに、保健センターで行ってい

る母子保健に関する教室等でチラシの配付を行った。 

 

（２）高齢者施設等へ感染対策確認 

 高齢者施設等において適切な感染対策がとれるよう、施設へ訪問による確認や感染対策チェックリスト等の

配付を行っている。 

 

６ 感染拡大防止の取り組み 

（１）クラスター（集団感染）対策 

クラスターにならないための感染拡大防止策として、感染予防の徹底に加え、高齢者施設、医療機関、学

校及び保育園等（以下「施設等」という。）での日々の健康観察等が重要であるため、その適切な方法等に

ついて、関係部署と連携体制をとり、周知、指導等を行っている。 

施設等において検査等を受けることが判明した段階から事業所等と連携をとり、体調不良者の確認等を行

うなど、早めの情報収集に取り組んだ。また、感染者が判明した場合には、積極的疫学調査の中で、感染症

対策の取り組み状況の確認、感染拡大しないために必要な措置及び指導等を実施している。 
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○クラスター発生件数                            （単位：件） 

期間 医療機関・高齢者施設等 それ以外 

令和 3 年度 48 33 

令和 4 年度 205 65 

  

 

（２）高齢者施設等入所前検査 

  重症化リスクの高い高齢者施設等の入所者への新型コロナウイルス感染を防ぐため、令和 2 年 12 月 1 日か

ら新規入所者に対し、入所前の PCR 検査を実施している。 

  ○検査実績 

年度 検査実施施設数（うち陽性発生施設数） 検査実施延べ件数（うち陽性件数） 

令和 3 年度 79 施設（2 施設） 1,229 件（2 件） 

令和 4 年度         40 施設（9 施設）          1,843 件（20 件） 

 

（３）高齢者施設等従事者検査 

本市において高齢者施設等でクラスターが複数発生していたこと、施設に入居している高齢者が感染すると

重症化するおそれが高いことや医療提供体制への負荷が増大することが懸念される等の観点から、検査による

感染の早期発見が重要であるため、令和 3 年 3 月から高齢者施設等の従事者に対し、検査を実施している。 

 

○検査実績 

年度 検査実施施設数（うち陽性発生施設数） 検査実施延べ件数（うち陽性件数） 

令和 3 年度 427 施設（73 施設） 77,825 件（158 件） 

令和 4 年度 744 施設（260 施設） 430,567 件（1,208 件） 

 


